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１  今後の方向性と取組について                 

 

第４章で示した検証結果のとおり，調布市の学校選択制については，制

度導入から１０年以上が経過し，概ね，利用者ニーズが充足された制度と

して市民に定着し，安定した制度運用がなされています。また，今回のア

ンケート調査の結果から，学校選択制に対する理解が広まり，継続的な制

度運用が求められています。  

一方，教職員においては，学校規模による格差などを懸念する意見も一

部から挙げられています。学校と教育委員会が連携しながら，受入定員を

定めるなどの学校規模による格差が極力生まれることのないようにする配

慮や教職員の負担を勘案しつつ，制度の充実や運用面での新たな改善を図

りながら学校選択制を継続して実施することが適切であると考えます。  

また，国や東京都で推進される小中一貫教育やコミュニティスクールの

導入に当たっては，様々な課題の解決や現行制度との比較・検証などが必

要であるため，引き続き，新たな制度の推進や人口動態の変動など学校を

取り巻く状況に注視しつつ，今後も児童生徒・保護者のニーズを的確に捉

える必要があります。  

本章では，今後，学校選択制をより充実させていくための様々な取組を

示します。  
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２  より良い学校選択ができるための新規取組について                        

 

(1)  学校選択制の案内冊子について（新規改善）  

学校選択制の制度概要や市立中学校をより理解してもらうために，学校

選択制の案内冊子を小学６年生に配布しています。これまでの案内冊子に

ついては，記載内容等を各学校に任せており，学校によって掲載している

内容が様々でした。  

今回のアンケート調査結果では，児童生徒・保護者が入学に際して希望

する情報として「部活動の状況」が全体の２割を超える結果となり，最も

必要とされている情報であることがわかりました。引き続き，学校選択制

に関する情報の提供方法や内容を充実させ，適宜・適切に発信していく必

要があります。  

さらに，早期の情報提供を望む意見も複数挙げられたことから，案内冊

子を配布する対象者のより低学年に拡大することも検討します。  

 

【今回のアンケート調査の結果を受けて実施した取組】   

     

 

 

 

≪統一様式による学校の紹介（参考：調布中学校）≫  
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≪部活動実施状況一覧≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪アンケート結果（参考）≫  
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(2)   教職員の負担軽減について（新規改善）  

今回のアンケート調査では，学校選択制の実施について教職員からは一

定の支持が得られているものの，児童生徒・保護者の支持率と比較する

と，制度運営に伴う教職員の負担増加などの課題が挙げられていることか

ら，その割合に若干の差が見られる結果となりました。  

このことから，円滑な制度運営を図るためには，教職員の負担軽減に配

慮した取組を行う必要があります。  

 

【今回のアンケート調査の結果を受けて実施した取組】  

 

 

 

 

≪学校へ送付した統一様式の記載例≫  
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３  継続する取組について                     

今回のアンケート調査で挙げられた課題等を解消するために，既に実施

している取組については今後も継続実施します。   

 

(1) 学校の序列化や学校間格差に関する取組（継続）  

     アンケート調査結果により，主に教職員から学校規模による格差に関

する意見が挙げられました。教育委員会においては，調布市全体の生徒

数が増加傾向であることや施設の状況などを考慮して，今後も引き続

き，受入れ人数等の調整を行う必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

(2) 通学経路の安全確認に関する取組（継続）  

     アンケート調査結果により，主に中学校教職員から通学経路に関する

意見が複数挙げられました。今後も学校と教育委員会が協力して，生徒

の通学経路の安全確保に努める必要があります。    

 

  

 

 

 

 

 

 

(3) 情報の発信に関する取組（継続）  

アンケート調査結果より，児童生徒・保護者から「制度自体を知らな

かった」との意見や早期の情報発信を望む意見が複数挙げられたことか

ら，引き続き，制度案内を充実させていく必要があります。  
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４  今後，推進する取組について                   

 

○特色ある学校づくりに向けた取組  

 

今回実施したアンケート調査の結果から，学校を取り巻く環境が複雑

化・多様化し，学校教育の更なる充実が求められているなかで，学校選択

制を実施している中学校では，限りある人員や財源のなかでの特色ある教

育活動の推進に苦慮していることが把握できました。  

調布市教育委員会では，これまでも特色ある学校づくりに向けて，地域

の様々な経歴をもった方々が子どもたちの指導に関わることができる「学

校支援地域本部事業」を活用するなど，学校への支援を継続して推進して

きましたが，より一層の支援体制の充実を図ります。  
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